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山
陽
新
聞
社
は
毎
年
、
文
化
、
社
会
、
教
育
、
学
術
、
産
業
の
各
分
野
で
地
域
社
会
に
貢
献
し
た

個
人
、
団
体
に
「
山
陽
新
聞
賞
」
「
山
陽
新
聞
奨
励
貢
」
ふ
癩
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

今
年
第
5
4
回
は
山
陽
新
問
責
十
一
人
、
二
団
体
、
山
陽
新
聞
奨
励
責
二
団
体
の
受
賞
が
決
ま
り
ま
し

た
。
受
賞
者
に
は
賞
状
、
寅
牌
（
は
い
）
と
賞
金
（
山
陽
新
聞
責
三
十
万
円
、
山
陽
新
聞
奨
励
貢
二

十
万
円
）
奎
賜
り
ま
す
。
贈
呈
式
は
八
日
（
月
）
、
岡
山
市
駅
元
町
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

で
行
い
ま
す
。
（
受
賞
者
の
経
歴
、
業
績
は
1
6
、
1
7
面
に
掲
載
）

　
な
お
、
山
陽
新
聞
賞
と
同
時
に
発
表
し
て
い
ま
し
た
体
育
分
野
の
個
人
、
団
体
の
功
績
を
た
た
え

る
山
陽
新
聞
体
育
賞
は
、
責
の
独
自
性
を
考
慮
し
、
今
回
か
ら
分
離
、
独
立
さ
せ
、
今
月
中
旬
に
発

表
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）
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岡
山
）

　
　
　
　
音
楽
振
興

　
　
　
　
近
藤
安
全
（
岡
山
）

　
　
　
　
備
前
焼

　
　
　
　
伊
勢
崎
　
　
惇
（
岡
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
号
淳
）

　
　
　
　
備
前
焼

　
　
　
　
森
　
　
才
蔵
（
岡
山
）

　
　
　
　
　
　
　
（
号
陶
岳
）

　
　
　
　
竹
工
芸

　
　
　
　
門
田
頼
男
（
広
島
）

　
　
　
　
　
　
　
（
号
笛
玉
）

　
　
　
　
自
然
保
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推
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四
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重
井
　
　
博
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国
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医
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救
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活
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医
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連
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協
議
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Ａ
Ｍ
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Ａ
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（
岡
山
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E
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六
（
岡
山
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大
学
教
育

　
　
　
　
福
田
　
　
稔
（
岡
山
）

E
l
r
r
の
発
展

　
　
　
　
松
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基
（
岡
山
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繊
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産
業
振
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河
合
正
照
（
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山
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地
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経
済
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の
発
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興
（
岡
山
）

　
　
　
　
新
技
術
の
開
発
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伝
統
芸
能
振
興

下
津
井
節
振
興
会
（
岡
山
）

新
技
術
の
開
発

三
池
メ
タ
ル
（
株
）
新
素
材
事

業
部
お
よ
び
三
井
造
船
（
株
）

技
術
開
発
本
部
玉
野
研
究
所

　
「
大
型
チ
タ
ン
製
ゴ
ル
フ
ヘ
ッ

ド
開
発
チ
Ｌ
ム
」
（
岡
山
）

社聞新陽山

へ
誘
致
し
た
▼
産
業
功
労
の

岡
山
県
ア
パ
レ
ル
エ
業
組
合

理
事
長
・
盟
琵
照
さ
ん
は

″
繊
維
の
児
島
″
に
あ
り
、

地
場
産
業
の
活
性
化
を
、
両

備
バ
ス
会
長
の
松
田
基
さ
ん

は
財
界
要
職
を
歴
任
、
企
業

文
化
事
業
に
も
墨
蒙
燃
や

す
。
苅
田
奥
さ
ん
は
前
準
山

商
工
会
意
厦
顕
。
津
山
国

際
総
合
音
楽
祭
を
既
功
に
導

く
。
林
原
生
物
化
学
研
｛
箭
…

　
（
林
原
傭
社
長
）
は
糖
質
・

ト
レ
ハ
ロ
ー
ス
量
産
化
に
成

功
。
世
界
初
の
快
挙
。
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昭
和
五
十
九
年
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
活
動
し
た
医
師
、
学

生
が
中
心
と
な
っ
て
発
足
。
以
来
、

医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
と
し

て
、
ア
ジ
ア
各
国
の
医
師
ら
と
連
携

し
、
世
界
各
地
で
自
然
災
害
や
紛
争

に
苦
し
む
被
災
民
や
難
民
へ
の
緊
急

医
療
救
援
活
動
や
発
展
途
上
国
で
の

保
健
医
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し

て
い
る
。
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ

ン
ド
な
ど
海
外
に
十
四
支
部
を
持

ち
、
会
員
数
は
国
内
七
百
人
、
海
外

二
百
人
。

　
平
成
七
年
は
、
一
月
の
阪
神
大
震

災
で
医
療
救
援
活
動
を
展
開
。
五
月

の
サ
ハ
リ
ン
大
地
震
で
は
海
外
の
医

療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
い
ち
早
く
現
地
入

り
し
被
災
者
の
救
援
に
当
た
る
な

ど
、
迅
速
な
救
援
活
動
が
あ
ら
た
め

て
国
内
外
か
ら
大
き
な
評
価
を
受
け

た
。
六
月
に
は
、
国
内
の
医
療
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
し
て
初
め
て
国
連
認
定
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
登
録
さ
れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
平
成
六
年
か
ら
岡
山

世界各地で医療救援
「
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡
山
構
想
を
推

進
す
る
金
」
に
参
加
し
て
「
お
か
や

ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」
を

開
催
。
国
際
貢
献
の
プ
ロ
を
養
成
す

る
た
め
、
岡
山
県
内
に
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

国
際
大
学
」
の
設
立
構
想
を
進
め
る

な
ど
、
国
際
貢
献
の
立
場
か
ら
地
域

活
性
化
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
菅
波
茂
代
表
（
四
八
）
は
「
地
元
の
皆

さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
温
か
い
支
援
に

あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
。
国
連
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
政
策
提
言
能
力
を
高

め
て
い
く
と
と
も
に
、
医
療
、
教
育
、

宗
教
を
大
切
に
す
る
岡
山
の
伝
統
的

な
精
神
風
土
を
生
か
し
、
こ
れ
か
ら

も
岡
山
を
拠
点
と
し
て
、
国
際
貢
献
・

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」

て
い
る
。

　 　 ・

．

ｊ ・ ． ･ ･

･ ・

　 　 ．

Ｉ

－

Ｉ ・ ・

．

= ¶

・ ・ ． ． ・ Ｉ - ｌ ｊ ・

″
ｊ
　
　
Ｊ

国際医療協力　vol.19 N0.2 1996　61

膳三部

に
精
進
し
、

　
地
域
づ
く
り

は
人
。
豊
か
さ

は
人
の
豊
か
さ

に
あ
る
。
第
五

十
四
回
山
陽
新

聞
寅
は
道
一
筋

社
会
へ
貢
獣
す

る
十
一
氏
こ
一
団
体
に
贈
ら

れ
る
▼
文
化
功
労
は
五
氏
。

写
真
家
の
中
村
昭
夫
さ
ん
。

深
い
郷
土
愛
で
、
冑
備
の
文

化
財
や
自
然
を
克
明
に
撮
り

続
け
る
。
陶
芸
の
森
才
蔵
（
号

・
陶
岳
）
さ
ん
は
大
窯
で
古

備
前
再
現
に
情
熱
を
燃
や

す
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
作

に
苔
。
同
じ
焼
き
物
の
伊
勢

崎
惇
亨
淳
）
さ
ん
は
緊

に
新
境
地
を
開
き
、
造
形
美

に
可
能
性
を
探
る
▼
ノ
ー
ト

ル
に
忿
女
子
大
数
狸

藻
安
全
さ
ん
は
岡
山
県
合
唱

界
育
て
の
親
。
オ
ペ
ラ
上
演

に
も
力
を
入
れ
る
。
竹
工
芸

の
門
田
頼
男
（
号
・
篁
玉
）

さ
ん
は
高
度
な
ひ
ご
組
み
と

い
う
伝
耘
技
術
を
守
る
▼
社

会
功
労
の
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
聚
会
＝
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
菅
波

茂
代
表
）
は
岡
山
を
拠
点
に

世
界
の
救
援
医
療
に
活
躍
。

国
連
か
ら
日
本
初
の
医
療
Ｎ

Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
に
認

定
さ
れ
た
。
重
弁
病
院
名
誉

院
長
の
重
井
博
さ
ん
は
地
域

医
療
の
傍
ら
自
然
保
護
活
動

に
取
り
組
む
▼
教
育
功
労
の

福
田
稔
さ
ん
は
岡
山
大
農
学

部
長
の
後
、
山
陽
学
園
で
大

学
開
設
に
尽
力
、
学
長
と
し

て
活
躍
。
戸
川
大
六
さ
ん
は

倉
敷
胃
陵
、
岡
山
朝
日
高
校

長
。
全
国
高
校
総
体
を
岡
山

心
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